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高校在禁廃の卒業後の～
進路についての考え

（99筆答葺芳牒室留保で）

宮　　崎　　∈］　【∃　　新　　聞

準結晶不凍則亀振動
責表芸なぞ解明へ一歩

準結晶の構造の揺らぎ

21世紀のヘアスタイルを宮崎から発信したい

Ll‘i■一ナく　早目扁烏等　三言日清

t

中
は
就
職
希
望
だ
っ
た
こ
と
が
一
で
定
職
に
就
か
な
い
と
い
う
イ

な
く
選
択
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い

実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

「
進
学
や
就
職
以
外
に
や
り
た

い
こ
と
が
あ
っ
た
」
と
す
る

「
積
極
派
フ
リ
ー
タ
ー
」
は
二

六
％
だ
っ
た
。

文
部
省
が
フ
リ
ー
タ
ー
に
つ

い
て
調
査
し
た
の
は
初
め
て
。

調
査
結
果
を
受
け
、
同
省
の
高

校
生
の
就
職
問
題
に
関
す
る
専

門
家
会
議
は
、
高
校
で
の
職
業

教
育
の
推
進
や
、
就
職
活
動
の

け
て
一
九
九
七
年
と
九
九
年
率

で
フ
リ
ー
タ
ー
に
な
っ
た
約
二

千
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

（
回
答
率
四
八
％
）
。
就
職
し

た
人
や
教
師
ら
に
も
職
業
観
な

ど
を
聴
い
た
。

九
九
年
卒
の
フ
リ
ー
タ
ー
の

場
合
、
在
学
中
の
進
路
希
望
は

「
就
職
」
が
六
四
％
。
「
進
学

や
就
職
以
外
に
や
り
た
い
こ
と

が
あ
っ
た
」
が
二
六
％
、
残
り

は
「
何
も
し
た
く
な
か
っ
た
」

選
常
の
結
晶
が
持
ち
得
な
い

特
殊
な
秩
序
を
持
つ
「
準
結

晶
」
と
い
う
物
質
の
構
造
が
高

温
下
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
わ

る
様
ヱ
壷
観
察
す
る
こ
と
に
、

枝
川
圭
一
東
大
生
産
技
術
研
究

所
助
教
授
ら
が
世
界
で
初
め
て

成
功
、
米
物
理
学
誌
フ
ィ
ジ
カ

ル
・
レ
ビ
ュ
ー
・
レ
タ
ー
ズ
に

発
表
し
た
。
準
結
晶
が
な
ぜ
安

定
し
て
存
在
す
る
の
か
と
い
う

物
理
の
大
間
璽
轟
く
カ
ギ
と

な
る
成
果
だ
。

枝
川
助
教
授
と
生
産
研
の
鈴

木
邦
夫
博
士
、
竹
内
伸
東
京
理

科
大
教
授
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と

銅
、
コ
バ
ル
ト
で
で
き
た
合
金

の
準
結
晶
を
セ
氏
八
五
〇
度
に

温
め
、
高
分
解
能
電
子
顕
微
鏡

で
観
察
し
た
。

す
る
と
、
構
造
が
部
分
的
に

が
ら
り
と
変
わ
り
、
再
び
元
に

戻
る
と
い
う
揺
ら
ぎ
（
振
動
）

を
数
十
秒
か
ら
数
分
の
不
規
則

な
周
期
で
繰
り
返
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。

準
結
晶
内
の
原
子
の
並
び
方

に
は
濁
常
の
結
晶
の
よ
う
な
撰

則
性
は
な
い
が
、
四
次
元
や
六

次
元
と
い
う
想
像
上
の
高
次
元

世
界
に
存
在
す
る
結
晶
な
ら
持

っ
て
い
る
は
ず
の
奇
妙
な
規
則

性
を
備
え
て
い
る
。

準
結
晶
を
温
め
る
と
、
こ
の

不
思
議
な
規
則
性
が
も
と
で
、

構
造
が
が
ら
り
と
変
わ
る
振
動

が
起
き
る
と
理
論
的
に
予
想
さ

れ
て
い
た
。

準
結
晶
の
構
造
の
替
り
ぎ
を
と
ら
え
た
電
子
顕
微
鏡
写
頁
。
白
い
丸
は
原
子
の
集
ま
り
。
写
菅
の
中
央
右
上
に
あ
っ
た

白
い
丸
が
5
秒
後
に
消
え
（
写
苧
且
、
8
秒
後
に
は
や
や
左
に
白
い
丸
が
現
れ
た
（
写
青
書
。
丸
の
間
の
距
離
は
2

ナ
ノ
㍍
（
1
ナ
ノ
㍍
は
1
0
億
分
の
1
㍍
）
（
米
物
理
学
会
提
供
）

全
日
本
美
容
師
韓
節
会
が
主
催

し
、
全
国
実
否
環
境
衛
生
同
業
租

合
が
後
援
し
て
開
催
す
る
「
2
0

0
1
年
亭
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
ラ
イ
ン
発

表
会
」
の
宮
崎
開
催
が
決
ま
っ

た
。
来
年
二
月
十
九
日
、
宮
崎
市

の
シ
ー
ガ
イ
ア
国
際
A
義
セ
ン
タ

ー
「
サ
ミ
ッ
ト
」
で
開
く
。
開
催

を
担
当
す
る
県
巽
容
環
境
衛
生
同

業
禦
口
の
璽
手
長
と
し
て
、
多
忙

を
極
め
る
立
場
に
な
っ
た
っ

発
表
会
は
、
流
行
す
る
そ
の
時

々
の
フ
ァ
シ
ョ
ン
な
ど
に
マ
ッ
チ

し
た
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
を
創
造
す
る

の
が
狙
い
。
毎
年
春
、
夏
の
二
回

開
く
国
内
美
容
界
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ

ン
ト
。
開
催
地
は
大
都
市
に
限
ら

れ
て
き
た
が
、
そ
こ
へ
割
り
込
む

形
で
宮
崎
開
催
を
ア
ピ
ー
ル
。
茨

城
、
大
阪
と
の
競
合
が
あ
っ
た

が
、
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
宮
崎

外
相
会
合
の
実
績
の
あ
る
本
県
に

決
ま
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
を
肌
塁
じ
感
じ
取
り
、
貸

名
一
実
り
は
上
げ
た
が
、
県
内
の
　
の
受
け
入
れ
を
東
京
の
太

組
合
員
の
賛
同
な
し
に
は
進
め
な
　
え
た
。
県
や
宮
崎
市
な
ダ

「
2
0
0
1
年
季
一
ユ
ー
ヘ
ア
ラ
イ
ン
発
表
会
」

宮
崎
開
催
の
陣
頭
に
立
っ

高
　
橋
　
敬
　
時
さ

義．心

い
。
こ
の
六
月
、
第
六
代
理
事
長

に
就
任
す
る
と
同
時
に
県
内
全
域

を
巡
回
。
整
口
臭
の
反
応
の
良
さ

も
取
り
付
け
、
本
番
へ
肩

準
備
に
入
っ
た
。

全
国
か
ら
約
三
千
人

議
長
進
退
め
ぐ
り
紛
糾

正
常
化
へ
近
く
全
員
協
議
会

国
富
町
議
会
は
二
十
八
日
臨

時
議
会
を
開
い
た
が
、
畠
永
国

行
議
長
（
六
六
）
の
進
退
を
め
ぐ
り

紛
糾
し
た
。
革
氷
議
長
の
不
信

任
決
議
を
賛
成
多
数
で
可
決
し

た
六
月
議
会
も
混
乱
し
、
六
議

案
が
魔
案
と
な
る
事
態
を
引
き

起
こ
し
て
い
る
。

同
日
は
六
月
襲
撃
廃
案
、

専
決
処
分
と
な
っ
た
本
年
度
一

髪
弄
補
正
予
算
案
な
ど
六
件

を
承
認
。
そ
の
後
、
休
憩
に
入

り
、
議
長
の
進
退
に
つ
い
て
全

員
協
撃
等
議
会
運
営
委
員
会

を
断
続
的
に
開
い
た
が
、
賛

成
、
反
対
派
が
対
立
。
結
局
、

近
く
全
員
協
璽
毒
開
い
て
再

度
協
議
す
る
こ
と
で
一
致
し
、

閉
会
し
た
。

不
居
圧
決
議
は
六
月
議
会
で

定
数
二
〇
（
欠
員
一
）
の
う

ち
、
保
守
系
議
員
十
二
人
が
寒

出
、
可
決
し
た
。
決
議
で
は

「
議
長
は
同
僚
議
員
を
呼
び
捨

て
に
し
た
。
反
省
会
の
と
き
に

自
自
公
を
批
判
し
た
」
な
ど
と

理
由
を
挙
げ
て
い
る
が
、
濱
島

が
辞
任
す
る
法
的
義
務
は
な

ヽ

0
亭
氷
議
長
は
「
不
居
圧
決
議

に
至
る
経
過
は
不
徳
の
い
た
す

と
こ
ろ
だ
が
、
議
会
正
常
化
の

た
め
に
努
力
を
し
た
い
」
と
話

し
た
。
璽
毒
傍
聴
し
た
同
町

深
牢
、
蔑
業
男
性
（
七
乳
は
「
議

会
が
機
能
し
て
い
な
い
。
議
員

下
水
道
普
及
率
6
0
％

9
9
年
度
未
本
県
3
5
％
で
3
3
位

建
設
省
は
二
十
八
日
ま
で

に
、
一
九
九
九
年
度
末
の
全
国

の
下
水
道
普
及
率
を
ま
と
め

た
。
総
人
口
に
対
す
る
普
及
率

は
六
〇
％
で
、
前
年
度
か
ら
二

招
上
昇
し
た
。
新
た
に
約
二
百

三
十
七
万
人
が
下
水
道
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
処
理
人

T
T
l
十
久
し
．
り
二
」
二
…
ュ
一
コ
土
u
一
一
．
．
＼
一
丁
＼

東
京
が
ト
ッ
プ
。
二
位
は
神
奈

川
の
九
〇
％
、
三
位
は
北
海
道

の
八
一
％
だ
っ
た
。
逆
に
最
も

低
い
の
は
和
歌
山
の
八
％
だ
っ

た
。
本
県
は
三
五
％
の
三
十
三

位
。
人
口
規
模
に
よ
る
普
及
率

の
格
羞
は
依
然
大
き
く
、
百
万

人
以
上
の
都
市
の
平
均
が
九
八

′
ク
「
　
〓
要
一
ノ
一
■
＼
．
）
）
L
　
■
・
寸
リ
　
ノ
ヽ

河
川
の
水
質
汚
染
の
原
因
と

な
る
有
機
物
や
窒
素
・
リ
ン
な

ど
を
標
準
的
な
下
水
処
理
よ
り

さ
ら
に
取
り
除
く
「
高
度
処

理
」
の
対
象
入
口
は
、
約
九
百

四
十
六
万
人
。
前
年
度
か
ら
約

百
四
十
六
万
人
増
え
た
。

県
土
木
部
に
よ
る
と
、
九
九

一
二
戸
乙
〓
＼
、
－
ノ
一
ゝ
∃
ミ
ニ
　
′
＼
き
ヨ
一
ナ
ー
1
7
、
冥
一

六
百
二
十
四
人
と
な
り
、
新
た

に
三
万
二
千
三
百
十
三
人
が
下

水
道
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

った。市
町
村
別
に
見
る
と
、
宮
崎

市
が
八
〇
％
と
零
も
高
く
、
次

い
で
延
岡
市
五
九
・
五
％
、
日

向
市
四
〇
・
八
％
っ
逆
に
普
及

率
の
低
い
の
は
高
鍋
町
八
・
八

％
、
北
浦
聖
三
・
四
％
、
佐

土
原
聖
四
・
七
％
な
ど
。

各
市
町
村
が
公
共
下
水
道
に

よ
る
雨
水
対
策
が
必
要
と
判

断
し
た
市
街
地
面
積
の
う
ち
、

新
た
に
対
策
が
進
ん
だ
の
は

七
十
七
給
で
整
備
率
は
六
七

％
、
前
年
度
よ
り
一
讃
上
昇
し

た。

は
町
民
の
立
場
に
立
ち
正
常
化

を
図
り
、
町
民
の
声
に
耳
を
懐

け
て
ほ
し
い
」
と
混
乱
続
き
の

整
看
批
判
し
た
。

農
地
法
違
反
で

副
議
長
引
責
辞
任

小
林
市
、
後
任
同
園
氏

小
林
市
議
会
は
二
十
八
日
、

I
T
整
備
要
語

県
行
革
窓
で
民
闇

県
の
行
政
改
革
推
進
に
対
し

て
民
間
有
識
者
か
ら
意
見
を
聴

く
県
行
政
改
革
懇
談
会
は
二
十

八
日
、
県
庁
講
掌
で
あ
っ
た
。

委
員
十
二
人
が
出
席
。
県
行
革

大
綱
に
沿
っ
た
改
革
実
施
実
倍

を
検
討
し
た
ほ
か
、
厳
し
い
財

政
状
況
に
対
し
て
は
「
貸
借
対

照
表
を
作
り
、
公
開
し
て
は
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

県
側
が
、
完
九
八
年
度
か

県
内
3
C
A
T
V
連
携
を

情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
で
研
究
会

の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
ネ
ッ
ト

を
求
め
る
意
見
が
上
が
っ
た
。

同
構
想
は
、
県
内
全
域
に
わ

た
り
高
速
で
大
容
量
の
情
報
遷

宮
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
環

境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し

■
　
　
＼
．
「
ノ
0
　
■
≡
一
5
▲
　
r
T
ヽ
ノ
■
　
　
′
　
ト
、

り
、
早
く
進
め
ら
れ
る
と
こ
ろ

は
一
歩
で
も
進
め
て
は
し
い
」

「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
つ
な
が

る
と
胃
崎
、
都
城
、
延
岡
市
闇
で

情
報
共
有
化
が
進
む
」
「
医
療
の

立
場
か
ら
す
れ
ば
、
（
情
報
共

ら
三
年
間
の
L

う
ち
九
九
年

は
九
六
・
二

告
。
ま
た
財
一

財
源
が
三
割

高
も
大
半
が
日

置
や
基
金
で
＝

千
九
百
九
十

実
態
な
ど
空

委
員
か
ら
一
、

価
シ
ス
テ
ム
一

な
い
か
」
と
√

ッ
ト
外
相
章

策
や
I
T
（
山

の
整
備
僅
遅

れ
た
。
県
側
▲

今
月
内
に
庁

立
ち
上
げ
る
′


